
扇橋閘門

　扇橋閘門は、江東三角地帯を東西に流れる小名木川（おなぎがわ）のほぼ中央に位
置しています。
　水位が異なる河川を通航可能にした”ミニパナマ運河”と言える施設で、２つの水門
（前扉及び後扉）に挟まれた閘室（こうしつ）と呼ばれる水路の水位を人工的に変動させ
ることにより、船の通航を可能にします。
　この扇橋閘門は、昭和４７（１９７２）年１月の着工から、約５年の歳月と約３０億円の事
業費をもって昭和５２（１９７７）年に完成しました。

お　う　ぎ　ば　し　こ　う　も　ん

東京都江東治水事務所
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通過時間：約６分
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 施設概要
  形式　鋼製単葉ローラーゲート
  寸法　前扉 高さ5.9m×幅11m　 後扉 高さ7.3m×幅11m
  重量　前扉 約31トン　　 　　 後扉 約39トン
  閘室　有効幅員 11m       　  有効延長 110m

 水位低下河川の浄化のため、
 サイフォン現象を利用し、
 隅田川の水を取り込んで
 います。
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　　　構内平面図



　　　東部低地帯の地盤

　東部低地帯は、荒川、隅田川など
の大きな河川とそれらの支川・派川
が縦横に流れていることから、過去
たびたび洪水や高潮などの水害に
見舞われてきました。

　また、沖積層と呼ばれる軟弱な土
砂が厚く堆積している地域で、明治
以降、産業の発展に伴う地下水の
汲み上げにより、地盤沈下を誘発し
たため、水害に対してきわめて弱い
地域となりました。

　東京都では、水害から東部低地
帯を守るため、高潮防御施設整備
事業、江東内部河川整備事業、
スーパー堤防等整備事業、耐震対
策事業を実施しています。

　　　低地河川の整備

　隅田川、荒川などの大きな
河川や臨海部について、東京
都建設局、港湾局および国土
交通省で分担して、防潮堤、
護岸および水門・排水機場を
整備しています。

高潮防御施設整備事業

江東内部河川整備事業

A.P.(Arakawa Peil)とは中央区新川付近の隅田川の最低水位を０ｍと定めた高さ
の表示方法のことで、標高（T.P.)０ｍはA.P.+1.134mとなります。

　江東三角地帯の比較的地
盤が高い西側河川について
は、耐震護岸方式により整備
を進めています。
　特に地盤が低い東側河川
については、水門等で河川を
閉め切ることにより、干潮面以
下（Ａ.Ｐ.－１．０ｍ）まで水位
を低下し、水害に対する安全
性を確保しています。
　この東側の水位低下河川と
西側の耐震護岸河川の通航
のため、扇橋閘門を建設しま
した。

扇橋閘門

江東内部河川
整備計画図

小名木川

水門管理センター

ｽｶｲﾂﾘｰ駅

▽高潮

▽干潮面

▽満潮面

A.P.±0.0m以下の地域

A.P.+2.0m以下の地域

堤
防
・
護
岸

A.P.+5.1m
以下の地域

満潮面以下の地域

　面　積　124.3km2

　人　口　145万人
　地下鉄　8路線23駅

木下川センター
（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｾﾝﾀｰ）

東京



　　　小名木川の歴史

　徳川家康は、入府して間もなく
（１５９０年頃）江戸に町をつくるた
め、土地の造成や埋め立て、上水
設備などの都市基盤整備を進め
ました。

　小名木川は、徳川家康の命を受
けた代官小名木四郎兵衛（おなぎ
しろべえ）によって開削された沿海
運河で、行徳の塩などの物資を江
戸へ輸送するための重要な水路と
して利用されました。

　近代になり、物資
輸送の動脈として
多くの船が通航し
ていましたが、時代
が進むにつれて輸
送手段が自動車、
鉄道等へ移行した
ため水上輸送は減
少しました。
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扇橋閘門
　 所 在 地　 東京都江東区猿江一丁目５番18号
　電話番号 ０３－３６３１－１３７３

お問い合わせ
　東京都江東治水事務所　水門管理課
　電話番号 ０３－５６２０－２４９３
　ﾌｧｸｼﾐﾘ　 ０３－５６２０－２４９６

●五本松跡

案内図

　現在の小名木川は、事業用船舶や
プレジャーボートが通航するとともに、
レガッタやカヌーなど水上スポーツを
楽しむ方や遊歩道で散歩や釣りを楽
しむ方など、いこいの水辺空間として
多くの方に利用されています。

小名木川・五本松

小名木川眺望（明治）

小名木川・番所橋
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